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はじめに
性問題行動など反社会的行動については, 心理学側面, 生物学的側面,





認知は自己を含めたある対象について知ることであって, 知覚, 記憶, 学
習, 思考などを包む知的な活動であるとされるが, 性問題行動に対する介
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2016, pp. 1516)｡ また, 心理的支援の実践においては, 非行少年（未成
年者), 知的・発達障害者児者をも対象にしている（本多, 2011 ; Hansen















この分野での先行研究である Abel, Gore, Holland, Camp, Becker, &






結果, 通常生じると思える不安, 罪悪感, 自尊感情の喪失を感じることな
く現在も続く子どもへの性加害を正当化する」(p. 137) ものを認知の歪
みとした｡ 調査研究に使用された29の質問項目（ 3項目は分析結果により
除外）のうち, 表 1 .「認知スケール：小児対象性犯罪者の回転後因子マ












るために, 自己の加害行為に対する否認, 正当化, 矮小化などの認知の歪
みは過去20年間にわたって心理的支援（セラピー）の主要な焦点であり続
けた (Murphy & Page, 2014)｡
知的・発達障害児者を対象としたプログラム (Hansen & Kahn, 2012)
では考えかたエラーと呼び, その例として,『人のせいにする』『ちいさな











Mann & Shingler (2006) は, 認知の歪みに焦点化しすぎているのではな
いか, また否認, 正当化, 矮小化などの認知の歪みが言い訳であるならば,
それは社会でのノーマルな行為つまり「失敗や誤りに対する適応的な反応」









Murphy & Page (2014) は文献のレビューから, 認知の歪みとは環境要
因に対する知覚（または誤った知覚), 注意, 情報処理, 行動の結果に対
する評価（または誤った評価）など心理的プロセスではないかと考えた｡





















腰・福嶋・本多, 2015；本多・伊庭, 2016)｡ これらは単なる個別背景で
はなく, 後述するスキーマの形成に強く影響している要因のひとつかもし
れない｡








 虐待やいじめなどの被害体験 Levenson & Willis (2014, p. 250) は,
「性犯罪者など犯罪者群は一般群のサンプルに比べて早期のトラウマの履



















う社会的認知としてとらえなおすと, それらを知覚し, 解釈し, 反応する
という情報処理の一連のプロセスとしてモデル化した社会的情報処理と考
えることができる (Mann & Shingler, 2006 ; Murphy & Page, 2014)｡





刺激情報が知覚され, 組織化され, 解釈される｡ 意思決定段階では反応が
選択される｡ 実行段階では選択した反応が実行される」とし, 最初の解読
段階の困難さや障害が情報処理システムを通じて伝搬すると仮定した｡ 自
己, 他者（被害者), 状況を過不足なく知覚し組織化したか, それらの結































「異なっていて当然と考える assumption of difference」(Ryan Leversee, &
Lane, 2010, p. 303) ことを前提に, 他者の感情状態に対して認識する, と
いう段階をたどると考えられる (Marshall & Marshall, 2014)｡ 一方, 過去
のある出来事に対して生じた自己の感情に基づいて被害者の感情を推論す
るのは「同じであるのは当然と考える assumption of sameness」(Ryan et
al., 2010, p. 303) にとどまり同情的な反応といえる｡






































ない (Murphy & Page, 2014, p. 158)｡
社会的情報処理に誤りや偏りをもたらすものとして, 性問題行動に関し
ては認知の根底にあるとされる機能不全のスキーマが着目される (Mann
& Shingler, 2006 ; Murphy & Page, 2014)｡ 機能不全のスキーマは,「構造
とみなされ, 認知的な内容を持ち, 情報の処理に影響を与え方向づける」





する」(Murphy & Page, 2014, p. 156), とりわけ機能不全のスキーマは
「ネガティブまたはあいまいな人生での出来事に関する情報処理を認知
（表層認知）として出力するよう導く」(Mann & Shingler, 2006, p. 176)
ものとされる｡
先述した Crick & Dodge (1994), 吉澤等（2015）の「潜在的な知識構
造オンライン処理」という社会的情報処理モデルではスキーマは知識構





Mann & Shingler (2006, p. 177) は確認されている機能不全スキーマと
して, 敵意のある男性らしさスキーマ, 疑り深いスキーマ, 性的特権スキー





する Young (1999, p. 9) は, まだ実証された概念ではないと断りながら,
「子ども時代に形成された非常に堅固で永続的なテーマであって, 人生を
通じて精緻になる」と述べ,「早期不適応スキーマ Early Maladaptive Sche-
mas｣ と名付けた18のスキーマをあげた (Young, 1999, TABLE 1 pp. 12























鏡 (Mann & Shingler, 2006, pp. 181182) や古い靴 (Young, 1990, 1994,






このように具体的な技法等が提案され, Mann & Shingler (2006, p. 184)
は「性犯罪者への治療は加害に対する言い訳や正当化に焦点化することを




い」との指摘がある (Murphy & Page, 2014, p. 171)｡
性問題行動における認知の役割を概観し, あわせて社会的情報処理理論
に触れた｡ 認知, とりわけスキーマに対する位置づけや特性は研究領域に
よって少しずつ異なる｡ 性犯罪者治療の領域の研究 (Mann & Shingler,
2006 ; Murphy & Page, 2014等）においても認知心理学等をベースとした











対する誤処理が相互に作用 (Crick & Dodge, 1994, p. 75 figure 1., p. 76 fig-











い｡ 被害者の意思に反し, 同意がなく, その結果当事者同士の間に対等さの
保証がなく, 強制的手段による行為を性暴力とする｡ 違法性, 加害性, 行為
者の意図などだけに着目しない｡ 同意等の詳細については本多・伊庭 (2016,
p. 1618) を参照｡
2）American Association on Intellectual and Developmental Disabilities : AAIDD
Retrieved from http://aaidd.org/intellectual-disability/definition#.VNMUN0K
9ewI (September 14, 2016)
3）セラピストクライエント関係を論じた Rogers (2007, p. 241a reprint from
1957) は,「パーソナリテイの治療的変容についての必要にして十分な条件」
のなかで「 5．セラピストはクライエントの内的な視点（準拠枠）を共感的
に理解していると体験」するとし, さらに「 5場面の条件は, 体験に対する
クライエント自身の気づきを正確で共感的に理解していることをセラピスト





知識の集合であり, 出来事, 行為, 事物などの一般的知識を表現する」(有
斐閣 認知心理学ハンドブック, 2014）ものと定義される｡
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